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一
月
号

発
行
所

　
財
団
法
人

’
全
日
本
仏
教
会

　
東
京
都
中
央
区
築
地

　
三
ノ
一
（
本
顧
寺
内
）

電
晶
㏄
愚
将

’
振
替
東
京
三
七
六
〇
〇

　
発
行
人
　
阿
部
竜
伝

　
編
集
者
伊
東
堅
純

　
印
刷
所
ル
ソ
ピ
ニ
社

イ
ン
ド
に
お
け
る

第
七
回
世
界

　
　
仏
教
徒
会
議
に
臨
む

　
い
よ
い
よ
十
一
月
二
十
九
日
か
ら
十

二
月
四
日
ま
で
第
七
回
世
界
仏
教
徒
会

議
は
イ
ン
ド
の
聖
地
、
サ
ル
ナ
ー
ト
、

即
ち
初
転
法
輪
の
仏
跡
た
る
鹿
野
苑
で

開
か
れ
る
。
主
催
者
は
タ
イ
国
バ
ン
コ

ッ
ク
の
世
界
仏
教
徒
連
盟
本
部
で
あ

る
。
三
年
前
の
昭
和
三
十
六
年
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
会
議
の
と
き
に

タ
イ
国
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
そ
の
前

昭
和
三
十
三
年
の
タ
イ
の
バ
ン
コ
ッ
ク

会
議
で
は
、
ま
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
来
な

か
っ
た
。
今
度
は
主
催
地
が
イ
ン
ド
だ

か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
来
る
で
あ
ろ
う
。

然
し
北
京
の
中
国
仏
教
協
会
は
ビ
ル
マ

の
世
界
仏
教
徒
連
盟
本
部
が
ウ
・
チ
ヤ

ソ
ト
ソ
会
長
の
軟
禁
を
理
由
に
昨
年
十

月
タ
イ
国
に
移
さ
れ
、
会
長
も
タ
イ
国

仏
教
協
会
副
会
長
プ
ー
ソ
妃
殿
下
に
改

め
ら
れ
た
こ
と
は
非
合
法
で
あ
る
と
抗

議
し
て
お
り
最
近
も
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ

ス
等
と
共
同
声
明
の
形
で
今
度
の
第
七

回
世
界
仏
教
徒
会
議
が
イ
ン
ド
で
行
な

わ
れ
る
こ
と
は
承
知
出
来
な
い
。
と
再

び
抗
議
し
て
い
る
の
で
恐
ら
く
参
加
し

ま
い
。
ま
た
或
は
バ
ン
コ
ッ
ク
の
連
盟

本
部
そ
の
も
の
が
案
内
状
を
出
さ
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
従
っ
て
北
京
に
な
ら

う
北
ベ
ト
ナ
ム
・
モ
ン
ゴ
ル
・
北
朝
鮮
等

も
不
参
加
の
公
算
が
あ
る
。
ソ
連
は
多

分
来
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
が
、
今

回
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
第
一
書
記
兼
首
相

の
解
任
に
よ
っ
て
ま
た
変
る
か
も
し
れ

な
い
。
こ
う
し
た
状
勢
に
あ
っ
て
開
か

れ
る
イ
ン
ド
の
第
七
回
世
界
仏
教
徒
会

議
に
臨
ん
で
日
本
仏
教
徒
は
何
を
議
題

と
す
べ
き
で
あ
る
か
。
こ
れ
は
本
年
の

静
岡
大
会
で
も
審
議
さ
れ
最
近
の
野
仏

常
務
理
事
会
で
も
検
討
さ
れ
た
が
国
際

委
員
会
の
意
見
も
あ
る
。

　
世
界
仏
教
徒
会
議
に
毎
回
出
さ
れ
る

議
題
の
中
に
日
本
提
案
の
南
北
仏
教
相

互
理
解
の
問
題
と
原
水
爆
禁
止
の
世
界

平
和
の
問
題
で
あ
る
。
前
者
は
カ
ン
ボ

ジ
ア
会
議
の
時
は
ア
メ
リ
カ
の
提
議
し

た
ア
ジ
ア
相
互
仏
教
協
会
設
立
と
い
う

大
き
な
具
体
案
の
中
へ
こ
の
日
本
案
は

ス
ッ
ポ
リ
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
イ
ン
ド

会
議
へ
は
そ
の
時
の
提
案
者
ガ
ー
ド
博

士
も
出
席
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
こ
れ
の

実
現
を
要
請
す
れ
ば
よ
い
。
然
し
尊
敬

す
べ
き
南
方
の
テ
ラ
律
・
タ
戒
律
仏
教

を
奉
じ
る
諸
国
が
ま
た
何
と
始
終
不
安

定
な
状
態
で
世
界
の
二
面
記
事
を
賑
わ

し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ラ
オ
ス

然
り
、
ベ
ト
ナ
ム
悟
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

然
り
で
あ
る
。
ビ
ル
マ
は
軍
政
で
憲
法

停
止
で
あ
る
。
裁
判
所
が
な
い
。
ウ
チ

ャ
ソ
ト
ソ
世
界
仏
教
徒
連
盟
会
長
は
昨

年
八
月
夜
半
に
武
装
警
官
隊
に
抱
引
さ

れ
た
ま
ま
今
以
っ
て
家
族
も
面
会
が
許

さ
れ
て
い
な
い
、
タ
イ
国
も
サ
リ
ッ
ト

前
首
相
は
非
常
事
態
と
称
し
て
憲
法
を

停
止
し
昨
年
こ
れ
を
継
い
だ
タ
ノ
ム
首

相
も
、
な
お
踏
襲
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ

ム
は
南
北
に
分
れ
て
周
知
の
様
な
抗
争

で
南
ベ
ト
ナ
ム
自
体
も
猫
の
目
の
様
に

か
わ
る
不
安
定
な
社
会
状
勢
で
あ
る
。

古
代
日
本
に
始
め
て
仏
教
を
伝
え
て
く

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

れ
た
朝
鮮
も
南
北
に
別
れ
て
争
っ
て
譲

ら
ず
中
共
は
盛
ん
な
よ
う
だ
が
こ
れ
も

台
湾
と
二
つ
に
別
れ
て
の
抗
争
で
殊
に

最
近
核
実
験
を
行
な
っ
て
米
ソ
英
仏
の

ひ
そ
み
に
な
ら
う
帝
国
主
義
グ
ル
ー
プ

に
入
っ
て
し
ま
っ
て
は
仏
教
精
神
も
ヘ

ッ
タ
ク
レ
も
な
い
。

　
今
度
の
イ
ン
ド
会
議
で
は
南
北
仏
教

の
融
和
問
題
に
百
尺
竿
頭
一
歩
を
進
め

何
故
ア
ジ
ア
の
仏
教
各
国
が
世
界
平
和

の
た
め
に
寄
与
す
る
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ

世
界
不
安
の
場
を
形
作
っ
て
い
る
か
こ

の
現
実
的
反
省
を
試
み
、
ア
ジ
ア
の
仏

教
国
を
社
会
的
、
経
済
的
、
政
治
的
角

度
か
ら
研
究
し
対
策
を
提
供
す
る
委
員

会
を
作
る
こ
と
を
日
本
か
ら
提
案
し
た

い
。
核
実
験
即
時
停
止
に
つ
い
て
は
前

回
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
会
議
で
日
本
が
提
案

し
私
が
座
長
と
し
て
委
員
会
で
通
っ
た

も
の
を
総
会
で
中
共
や
ソ
連
や
北
ベ
ト

ナ
ム
の
代
表
が
反
対
し
た
た
め
ウ
チ
ャ

ソ
ト
ソ
議
長
が
事
勿
れ
主
義
で
こ
れ
を

廃
案
に
し
ょ
う
と
し
た
。
日
本
代
表
は

憤
然
退
場
す
る
一
幕
を
演
じ
た
結
果
投

票
に
持
ち
込
み
賛
成
十
一
力
綱
、
反
対

総
力
国
で
国
連
も
ど
き
に
日
本
代
表
の

核
禁
提
案
は
堂
々
通
過
し
た
。
然
る
に

今
年
は
仏
教
国
中
共
が
核
実
験
を
行
っ

た
の
で
会
議
と
し
て
は
大
い
に
此
れ
を

批
判
し
カ
ン
ボ
ジ
ア
会
議
の
決
議
の
再

確
認
を
す
る
と
共
に
日
本
の
憲
法
に
な

ら
い
進
ん
で
各
国
は
交
戦
権
を
放
棄
し

各
々
連
邦
組
織
と
し
て
一
つ
の
世
界
政

府
の
中
に
ま
と
ま
り
、
世
界
法
に
よ
る

世
界
平
和
と
い
う
人
類
恒
久
平
和
の
理

想
に
近
づ
く
よ
う
に
努
力
す
べ
し
と
い

う
積
極
的
平
和
提
議
を
わ
れ
わ
れ
は
試

み
る
つ
も
り
で
あ
る
。
此
の
際
、
日
本

馬
に
於
い
て
も
昨
年
も
発
足
し
た
世
界

連
邦
日
本
仏
教
徒
協
議
会
の
紹
介
も
行

な
い
列
席
の
仏
教
各
国
代
表
に
各
々
同

…
様
の
協
議
会
を
持
た
れ
る
よ
う
御
話
も

し
た
い
。

　
七
世
紀
、
中
国
か
ら
イ
ン
ド
に
滞
留

十
七
年
の
玄
癸
三
蔵
の
道
徳
を
慕
い
今

度
の
会
期
中
に
千
三
百
年
記
念
式
典
を

挙
行
、
玉
突
三
蔵
が
仏
陀
の
大
法
に
よ

っ
て
中
印
国
を
つ
な
ぎ
更
に
朝
鮮
、
日

本
と
仏
教
に
よ
る
北
ア
ジ
ア
の
平
和
文

化
を
花
咲
か
す
結
実
を
将
来
し
た
そ
の

偉
大
な
る
功
績
を
現
代
ア
ジ
ア
の
実
状

に
於
て
参
加
各
仏
教
国
の
鎭
仰
を
求
め

た
い
。
こ
れ
も
日
本
か
ら
提
案
す
る
の

が
至
当
で
あ
る
と
思
う
。
亡
き
ネ
ー
ル

氏
も
昨
冬
会
見
の
と
き
賛
成
し
て
い
る

更
に
南
ベ
ト
ナ
ム
最
近
の
社
会
不
安
は

昨
年
の
ゴ
・
ジ
ソ
ジ
ェ
ム
政
権
残
党
の

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
狂
信
的
暴
挙
に
あ

る
と
い
わ
れ
て
お
る
。
こ
れ
も
遺
憾
な

仏
教
弾
圧
で
あ
る
か
ら
南
ベ
ト
ナ
ム
に

解
決
の
手
を
差
し
の
べ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
ま
た
イ
ン
ド
の
新
仏
教
徒
は
数
百

万
と
い
わ
れ
る
が
政
治
的
に
も
三
億
幾
－

千
万
の
イ
ン
ド
教
徒
を
不
当
に
刺
戟
し

新
仏
教
徒
は
幾
多
の
困
難
に
直
面
し
て

い
る
。
イ
ン
ド
教
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
は

釈
尊
．
を
祭
’
て
お
り
、
故
ネ
ー
ル
首
相

は
勿
論
、
故
プ
ラ
サ
ド
大
統
領
も
現
ラ

ダ
ク
リ
シ
ユ
ナ
ソ
大
統
領
も
イ
ン
ド
教

徒
で
あ
り
な
が
ら
仏
教
徒
に
対
す
る
尊

敬
と
信
仰
は
誰
も
が
知
る
如
く
極
め
て

厚
い
。
こ
の
際
イ
ン
ド
で
催
お
す
世
界

仏
教
徒
会
議
は
諸
宗
教
と
の
提
携
の
身

近
か
な
実
践
と
し
て
イ
ン
ド
の
イ
ン
ド

教
徒
と
昔
な
が
ら
の
因
縁
を
た
ど
っ
て

温
古
知
新
の
友
好
親
和
の
決
議
を
行
な

い
数
百
万
イ
ン
ド
新
仏
教
徒
を
は
げ
ま

し
そ
の
難
儀
を
救
っ
て
や
る
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
。
ま
た
今
回
の
イ
ン
ド
会

議
で
コ
ロ
ン
ボ
の
第
一
回
会
議
以
来
情

熱
と
雄
弁
を
以
て
常
に
大
会
を
指
導
し

て
来
た
ウ
・
チ
ャ
ン
ト
ソ
前
会
長
が
見

え
な
い
の
は
淋
し
い
。
そ
れ
が
政
治
的

拘
禁
の
た
め
と
聞
い
て
我
々
は
更
に
遺

憾
の
意
を
深
め
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド

会
議
は
当
然
ビ
ル
マ
政
府
に
向
っ
て
そ

の
釈
放
を
要
請
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
も
有
志
仏
教
団
代
表
と
共
に
日
本
が

提
案
す
べ
き
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
見
て
行
く
と
二
丁
的
に

考
え
ら
れ
る
の
は
い
ま
の
世
界
仏
教
徒

連
盟
本
部
が
い
つ
ま
で
も
タ
イ
国
に
置

か
れ
て
あ
っ
て
い
い
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
が
提
案
す

る
と
い
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
が
い
ざ

と
な
っ
た
ら
本
部
で
引
き
受
け
て
や
ら

な
い
と
、
今
後
の
世
界
仏
教
が
東
西
両

陣
営
に
割
れ
や
し
な
い
か
と
心
配
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
日
本
に
世
界
仏
教
徒
連

盟
本
部
が
来
れ
ば
中
共
も
台
湾
も
、
南

北
朝
鮮
も
、
南
北
ベ
ト
ナ
ム
も
ア
メ
リ

カ
も
ソ
連
も
東
南
ア
ジ
ア
各
仏
教
国
も

西
欧
諸
国
も
西
も
東
も
北
も
南
も
凡
て

安
心
し
て
自
由
に
往
来
交
通
が
出
来
て

議
論
が
出
来
て
何
の
差
し
さ
わ
り
も
な

い
。
こ
れ
で
こ
そ
世
界
仏
教
徒
の
連
盟

が
成
立
つ
と
思
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
全

く
の
私
案
だ
が
若
し
そ
う
な
っ
た
ら
日

本
の
世
界
仏
教
徒
連
盟
本
部
は
東
京
に

置
き
京
都
に
そ
の
支
局
を
設
く
べ
き
で

あ
ろ
う
と
思
う
。
　
（
全
仏
常
務
理
事
、

国
際
局
長
中
山
理
々
）

　　　　t　　’　　　r
　　P　　　　　　　　一暫　　　　　　　　亀ウ
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，
第
七
回
世
界
仏
教
徒
会
議
派
遣
団

団
長
に
宮
崎
文
輝
師
決
ま
る

十
一
月
十
四
日
築
地
で
盛
大
な
壮
行
式

　
既
報
の
通
り
第
七
回
世
界
仏
教
徒
会

議
派
遣
日
本
仏
教
代
表
団
は
決
定
し
た

が
、
当
初
の
石
田
学
而
師
は
都
合
で
渡

航
を
中
止
さ
れ
、
中
山
理
々
師
は
一
応

宗
門
（
大
谷
派
）
の
慶
事
も
あ
り
団
か

ら
離
れ
て
十
一
月
十
九
日
頃
単
独
で
出

発
す
る
の
で
、
次
の
三
師
が
新
た
に
追

加
さ
れ
た
。

　
　
　
　
杉
　
崎
　
法
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
大
乗
教
管
長

　
　
名
古
屋
市
熱
田
区
外
土
居
町
四
四

　
　
　
　
杉
　
崎
　
義
　
孝

　
　
　
　
　
　
　
　
大
乗
教
事
務
長

　
　
名
古
屋
市
熱
田
区
外
土
居
町
君
四

　
　
　
　
乙
　
部
　
融
　
朗

　
　
　
　
　
　
　
　
円
通
寺
住
職

　
　
東
京
都
荒
川
区
南
千
住
六
の
二
四

　
な
お
代
表
団
の
構
成
は
次
の
と
お
り

決
定
を
見
た
。

第第同内事参事事同日顧同引当

藪　絡務務　　団
長長　　局限局長　　問　長長

嫌忌福山必中黒木金杉佐山臼
飾井内田山田下一匹条理崎

綾清信織坐職
師師俊士轡師師絵師師導師師

第
三
班
長

第
四
班
長

第
五
班
長

第
六
班
長

福熊虫土
井野塗方

清竜徹保
俊夫真道
自市自市自市虞頑

　
な
お
一
行
は
十
一
月
十
二
日
午
前
十

一
時
三
十
分
羽
田
発
の
印
度
航
空
機
に

て
出
発
す
る
が
、
出
発
前
日
の
十
一
日

午
後
四
時
か
ら
築
地
本
願
寺
講
堂
に
お

け
る
盛
大
な
壮
旧
式
に
出
席
す
る
。
帰

国
は
十
二
月
十
日
午
後
十
時
四
十
五
分

羽
田
着
の
タ
イ
航
空
機
。

　
日
本
側
の
提
出
議
案
は
、
去
る
十
月

十
三
日
開
催
の
常
務
理
事
会
の
議
を
経

て
、
左
の
通
り
決
定
を
見
た
。

　
　
　
議
　
　
案

　
1
、
世
界
の
諸
宗
教
と
提
携
し
、
世

　
　
　
界
平
和
実
現
に
努
力
し
よ
う
。

　
2
、
世
界
仏
教
徒
連
盟
本
部
を
東
京

　
　
　
へ
移
そ
う
（
但
し
他
の
W
F
B

　
　
　
支
部
か
ら
提
出
さ
せ
る
）

　
3
、

4
、

5
、

6
、

7
、

8
、

南
北
仏
教
相
互
理
解
の
た
め
の

研
究
機
関
を
設
置
し
よ
う
。

世
界
共
通
の
仏
教
暦
を
定
め
、

こ
れ
を
普
及
徹
底
さ
せ
よ
う
。

玄
突
三
蔵
千
三
百
年
祭
を
W
F

B
で
開
催
し
よ
う
。

王
舎
城
、
霊
鷲
山
の
仏
跡
復
興

を
推
進
し
よ
う
。

世
界
仏
教
徒
連
盟
前
総
裁
ウ
・

チ
ャ
ン
ト
ソ
の
釈
放
を
ビ
ル
マ

政
府
に
要
請
し
よ
う
。

南
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
徒
に
救
援
の

手
を
さ
し
の
べ
よ
う
．

9
、
原
水
爆
実
験
反
対
運
動
を
積
極

　
　
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
。

　
第
七
回
世
界
仏
教
徒
会
議

　
　
日
　
　
程

十
一
月
二
九
日
（
日
）

　
　
開
会
式
　
午
後
一
時
三
十
分

　
1
、
高
僧
に
よ
る
五
戒
授
与

　
2
、
印
度
大
統
領
に
対
す
る
W
F

　
　
　
B
会
長
の
報
告

　
3
、
印
度
大
統
領
の
開
会
宣
言

　
4
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
法
語

　
5
、
W
F
B
後
援
者
及
各
国
元
首

　
　
　
の
メ
ッ
セ
ー
ヂ
朗
読

　
　
　
　
　
　
、

総
　
会，
1
、
W
F
B
会
長
挨
拶

　
2
、
W
F
B
各
支
部
事
務
報
告
レ

　
　
　
セ
プ
シ
ョ
ソ

　
ベ
ナ
レ
ス
市
長
主
催
。
於
ク
ラ
ー

　
ク
ス
ホ
テ
ル

十
一
月
三
十
日
目
月
）

　
サ
ル
ナ
イ
ト
仏
跡
巡
拝
（
午
前
八

　
時
三
十
分
よ
り
九
時
四
十
五
分
）

　
総
　
会
（
午
前
十
時
よ
り
十
一
時

　
　
三
＋
分
）
W
F
B
支
部
報
告

　
委
員
会
（
午
後
二
時
よ
り
四
時
）

　
討
議
（
午
後
八
時
）

十
二
月
一
日
（
火
）

　
ベ
ナ
レ
ス
視
察
（
午
前
中
）

　
沙
弥
の
得
度
式
（
午
後
一
時
）

　
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
祭
（
午
後
二
時
）

　
討
議
（
午
後
八
時
）

十
二
月
二
日
（
水
）

　
委
員
会
（
午
前
九
時
）

　
委
員
会
（
午
後
二
時
）

　
歓
迎
委
員
会
主
催
文
化
シ
ョ
ー

　
　
（
午
後
五
時
）

十
二
月
三
日
（
木
）

　
委
員
会
（
午
前
九
時
）

　
総
　
会
（
午
後
二
時
）

　
公
開
集
会
。
於
ベ
ナ
レ
ス
ヒ
ソ
ズ

　
　
一
大
学
戸
午
後
五
時
か
ら
六
時

　
　
　
三
十
分
ま
で
）

　
十
二
月
四
日
（
金
）

　
　
総
　
会
（
午
前
九
時
）

　
　
総
　
会
（
午
後
二
時
）
土
産
物
贈

　
　
　
呈
。
閉
会
式
。

　
　
ベ
ナ
レ
ス
名
士
主
催
レ
セ
プ
シ
・

　
　
　
ソ
（
午
後
五
時
）
　
　
以
上

　
な
お
団
長
に
決
定
し
て
い
た
金
子
弁

摺
師
は
、
東
京
池
上
本
門
寺
貫
主
伊
藤

日
定
硯
下
の
急
逝
の
た
め
、
急
拠
団
長

を
辞
退
さ
れ
渡
航
を
と
り
や
め
た
。

国
際
世
評
委
員
会

第
七
回
大
会
を
中
心
に
協
議

　
第
七
回
世
界
仏
教
徒
会
議
を
間
近
か

に
し
て
、
全
仏
国
際
文
化
専
門
合
同
委

員
会
は
、
十
月
三
十
日
午
後
一
時
か
ら

築
地
本
顧
寺
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。

　
議
題
は
、
第
七
回
世
界
大
会
に
関
す

る
こ
と
に
し
ぼ
ら
れ
る
が
、
特
に
W
F

B
本
部
の
次
期
東
京
移
動
と
云
う
重
大

議
案
が
日
本
議
案
の
中
に
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
可
成
り
活
発
な
論
議
が
交
さ

れ
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

見
て
来
た
南
ベ
ト
ナ
ム

十
九
才
の
日
本
青
年
に
映
っ
た
姿

　
既
報
の
東
洋
大
学
仏
教
学
科
一
年
、

若
干
十
九
才
の
伊
東
照
司
君
は
、
タ
イ

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
南
ベ
ト
ナ
ム
へ
七
月
五

日
に
出
発
し
、
九
月
二
十
五
日
海
路
無

事
帰
国
し
た
。

　
同
君
は
、
旅
費
を
ア
ル
バ
イ
ト
で
稼

ぎ
、
南
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
大
正
大

学
に
在
学
し
た
こ
と
の
あ
る
、
ト
ム
ヂ

ヤ
ッ
ク
師
等
の
寺
院
に
宿
泊
し
た
り
し

な
が
ら
、
現
地
の
僧
侶
生
活
、
政
治
状

勢
視
察
の
た
あ
、
在
家
の
身
で
あ
り
な

が
ら
頭
髪
を
ま
る
め
、
法
衣
を
き
て
数

々
の
危
険
を
か
い
く
ぐ
り
八
十
日
間
の

東
南
ア
ジ
ア
の
長
旅
を
ハ
ダ
で
感
じ
予

想
以
上
の
成
果
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

　
全
仏
国
際
局
で
は
同
君
の
為
に
去
る

　
十
九
日
午
前
十
一
時
、
築
地
本
願
寺

で
伊
東
照
司
君
帰
国
報
告
会
を
催
し
た

　
以
下
伊
東
君
の
報
告
の
内
容
は
主
に

南
ベ
ト
ナ
ム
に
入
っ
て
一
番
印
象
が
強

か
っ
た
こ
と
は
、
現
在
問
題
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
の
ベ
ト
コ
ン
問
題
、
仏

教
と
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
宗
教
戦
争
で
あ
り

「
ト
ン
キ
ソ
湾
事
件
以
来
、
ベ
ト
コ
ン

の
勢
力
は
強
ま
り
事
態
は
一
層
深
刻
化

し
て
い
る
。
サ
ソ
ゴ
ン
、
ユ
エ
間
に
は

た
く
さ
ん
の
見
張
り
所
が
あ
り
、
川
の

両
岸
に
も
必
ず
作
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

一
部
で
は
汽
車
線
路
の
両
側
に
戦
車
の

護
衛
が
つ
き
、
ま
た
汽
車
の
中
に
は
銃

を
持
っ
た
野
土
が
乗
っ
て
走
る
と
い
っ

た
状
態
だ
っ
た
。
宗
教
戦
争
問
題
は
、

サ
イ
ゴ
ン
市
内
の
仏
教
徒
と
キ
リ
ス
ト

教
徒
は
手
を
に
ぎ
り
あ
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
所
謂
、
田
舎
の
教
養
の
な

い
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
キ
リ
ス
ト
教
徒

達
が
、
ゴ
・
ジ
ソ
ジ
エ
ム
政
権
の
か
た

き
と
い
っ
て
、
夜
に
な
る
と
仏
教
徒
を

襲
う
状
態
で
あ
る
。
そ
の
た
め
青
年
僧

は
夜
は
寝
な
い
で
警
戒
に
当
た
っ
て
い

る
と
い
う
状
態
で
、
現
在
各
地
の
ボ
ー

イ
・
ス
カ
ウ
ト
と
云
っ
た
形
で
自
衛
の

た
め
の
仏
教
青
年
団
が
出
来
つ
つ
あ
る

　
そ
し
て
結
論
的
に
は
、
宗
教
戦
争
の

問
題
よ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
に
い
る
ア
メ
リ

カ
人
兵
士
の
問
題
を
如
何
に
す
べ
き
か

と
い
う
点
と
ア
メ
リ
カ
の
南
ベ
ト
ナ
ム

に
対
す
る
今
後
の
政
策
に
鍵
が
か
か
っ

て
い
る
思
う
と
語
っ
て
い
た
。

　
な
お
、
同
君
よ
り
南
ベ
ト
ナ
ム
仏
教

の
現
状
に
つ
い
て
別
掲
の
如
く
全
文
を

載
せ
イ
、
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
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南
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
の
現
状

　
竜
山
章
真
著
の
「
南
方
仏
教
の
様
態
」

と
言
う
本
に
よ
る
と
、
南
ベ
ト
ナ
ム
仏

教
の
現
状
を
一
混
成
仏
教
」
と
呼
ん
で

い
る
．
確
か
に
歴
史
的
に
見
て
も
、
二

伊東照司氏
世
紀
項
、

仏
教
は
主

と
し
て
北

方
支
那
か

ら
伝
っ

た
。
そ
し

て
十
世
紀

後
半
か
ら
十
四
世
紀
末
に
か
け
て
開
華

し
、
十
五
世
紀
項
か
ら
同
じ
く
支
那
か

ら
儒
教
道
教
が
多
く
伝
っ
た
と
言
う
。

更
に
寸
恩
に
お
い
て
は
、
朝
廷
が
儒
教

を
愛
好
し
、
仏
教
は
民
間
の
信
仰
と
し

て
の
み
行
わ
れ
、
儒
道
二
教
の
混
成
仏

教
を
生
み
出
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
現
に
僕
が
南
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
、

こ
の
混
成
的
寺
院
を
多
く
見
る
事
が
出

来
た
。
こ
れ
ら
の
寺
院
の
本
堂
に
は
五

六
段
の
壇
が
あ
り
、
そ
の
上
に
い
ろ
い

ろ
の
尊
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
ま
ず
始
め
の
列
に
は

普
通
誕
生
仏
と
左
右
に
受
難
と
目
薬
と

の
像
が
な
ら
び
、
次
の
段
に
は
道
教
の

神
々
、
冥
府
の
王
・
北
極
星
・
南
極
星

が
な
ら
ぶ
。
そ
の
上
の
段
に
は
従
者
を

と
も
な
え
る
諸
仏
、
仏
教
の
二
士
。
孔

子
、
老
子
な
ど
の
像
が
安
置
さ
れ
て
い

る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
配
置
の
し
方
は

寺
院
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
複
雑
で
あ

り
、
一
定
の
型
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が

仏
教
の
仏
陀
が
や
は
り
中
心
を
な
し
て

い
る
よ
う
で
あ
っ
た
Q
ま
た
脇
壇
に
は

普
通
に
観
音
菩
薩
・
弥
勤
菩
薩
・
文
珠

菩
薩
や
守
護
の
諸
天
、
寺
を
開
山
し
た

高
僧
等
の
像
が
は
ら
れ
る
。
そ
し
て
地

獄
の
図
な
ど
が
壁
に
え
が
か
れ
、
特
に

羅
漢
の
図
や
道
教
の
神
々
の
図
が
目
を

ひ
か
せ
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
は
特
に
古

い
禅
宗
の
寺
院
を
中
心
に
、
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
僕
の
お
と
ず
れ
た
そ
の
い

い
例
を
あ
げ
と
、
サ
イ
ゴ
ン
の
郊
外
に

あ
る
覚
林
祖
庭
寺
と
言
う
の
が
そ
れ
で

あ
る
。
千
七
百
十
四
年
、
国
王
よ
っ
て

建
ら
れ
た
と
言
う
古
山
門
宗
の
禅
寺
で

あ
る
。

　
そ
ん
な
わ
け
で
ユ
エ
郊
外
の
古
い
寺

を
論
る
と
道
教
の
玉
皇
上
帝
、
関
寺
像

な
ど
が
立
ち
な
ら
び
、
仏
前
に
は
仏
教

経
典
と
共
に
、
道
教
の
王
皇
経
が
そ
な

え
て
あ
り
し
ま
っ
て
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

こ
れ
ら
の
寺
院
は
古
い
寺
に
多
く
、
寺

院
内
を
ぜ
ん
ぜ
ん
改
造
し
て
な
い
国
王

の
寺
と
か
、
禅
宗
の
古
寺
に
見
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
す
べ

て
で
は
な
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
千
九
百
二
十
年
以
来

私
　
が
　
見
　
た

る
と
言
え
よ
う
。
か
く
し
て
複
雑
な
る

歴
史
的
背
景
か
ら
二
十
世
紀
の
悲
劇
と

で
も
言
う
べ
き
仏
教
迫
害
が
現
在
南
ベ

ト
ナ
ム
国
民
に
お
し
よ
せ
て
き
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
統
治
下
以

後
の
仏
教
の
堕
落
と
キ
リ
ス
ト
教
（
カ

ソ
リ
ッ
ク
）
の
滲
透
で
あ
っ
た
。

　
①
素
晴
し
い
南
ベ
ト
ナ
ム

　
　
　
　
　
　
　
仏
教
統
胴
教
会

　
長
い
間
の
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
か

ら
脱
し
て
、
衰
退
し
て
い
く
仏
教
に
変

っ
て
、
故
ゴ
、
ジ
ェ
ソ
ジ
ェ
ム
政
権
に

お
い
て
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
を

町
に
村
に
そ
し
て
部
落
に
ま
で
建
て
た

そ
し
て
、
こ
の
仏
書
が
か
え
っ
て
盲
目

の
よ
う
に
よ
ば
れ
、
仏
教
徒
の
抑
圧
に

ま
で
、
お
よ
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
ゴ
・
ジ
ェ
ン
ジ
ェ
ム
の
カ
ソ
リ
ッ

南
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
の
現
状

「
居
士
仏
教
」
と
す
る
仏
教
改
革
運
動

が
、
つ
づ
け
ら
れ
仏
教
の
本
質
を
浄
化

す
る
運
動
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
ま
だ

完
全
と
は
言
え
な
い
。
こ
ん
な
わ
け
で

竜
山
章
真
実
に
よ
る
と
、
南
ベ
ト
ナ
ム

人
の
信
仰
心
は
、
　
「
彼
ら
は
た
だ
何
ら

か
の
超
人
的
存
在
を
信
じ
、
神
秘
的
な

も
の
を
求
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
従

っ
て
か
か
る
混
成
宗
教
は
、
統
一
的
な

強
い
信
仰
の
力
を
産
み
出
す
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
」
と
書
か
れ
て
お
ら
れ
る

ま
っ
た
く
そ
の
通
り
で
あ
る
。
一
般
的

無
気
力
さ
が
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
政
策
の

結
果
を
も
た
ら
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
滲

透
と
、
千
九
百
二
十
六
年
に
お
こ
っ
た

仏
教
と
道
教
と
キ
リ
ス
ト
教
を
混
成
し

て
出
来
た
、
高
台
教
と
い
う
新
興
宗
教

が
出
来
た
の
も
、
そ
れ
に
原
因
を
帰
す

（上）

ク
政
権
が
九
年
間
つ
づ
き
多
く
の
仏
教

徒
が
迫
害
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ゴ

・
ジ
ェ
ソ
ジ
ェ
ム
政
権
（
キ
ヤ
ソ
リ
ッ

ク
政
権
）
の
反
動
と
し
て
、
仏
教
徒
が

立
ち
上
り
団
結
し
統
一
化
し
た
も
の
が

南
ベ
ト
ナ
ム
全
土
を
支
持
す
る
南
ベ
ト

ナ
ム
仏
教
統
一
教
会
と
言
う
教
団
で
あ

っ
た
。
こ
の
教
団
は
南
宗
（
ヒ
ナ
ヤ
ー

ナ
の
僧
）
と
禅
宗
と
阿
弥
陀
宗
が
デ
体

と
な
っ
た
も
の
で
、
南
ベ
ト
ナ
ム
仏
教

の
、
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
こ

の
教
団
が
自
分
ら
の
お
金
で
国
寺
を
建

設
中
で
あ
る
。
そ
の
外
、
サ
ロ
イ
寺
も

そ
の
教
団
の
代
表
寺
院
で
あ
り
印
面
寺

は
、
南
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
統
一
教
会
の
宗

務
庁
に
あ
た
「
っ
て
い
る
。
僕
の
と
ま
っ

て
い
た
怪
光
寺
に
は
黄
色
い
僧
衣
を
つ

け
た
ヒ
ナ
ヤ
ー
ナ
僧
も
お
り
、
阿
弥
陀

経
も
あ
げ
ら
れ
ば
、
年
に
三
ヶ
月
間
み

な
の
僧
は
本
堂
に
す
わ
っ
て
坐
禅
を
す

る
。
で
あ
る
か
ら
日
本
の
様
に
多
く
の

宗
派
が
な
く
統
一
化
さ
れ
て
い
る
所
に

多
く
の
利
点
が
あ
る
。
そ
れ
と
言
う
の

も
、
こ
の
カ
ソ
リ
ッ
ク
政
権
へ
の
「
宗

教
信
仰
の
自
由
」
の
訴
え
か
ら
成
さ
れ

た
も
の
な
の
で
あ
る
。
彼
ら
に
言
わ
せ

る
と
南
ベ
ト
ナ
ム
の
純
粋
の
仏
教
は
、

こ
の
南
ベ
ト
ナ
ム
統
一
教
会
以
外
に
は

い
ず
れ
に
も
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る

言
わ
ゆ
る
儒
教
、
道
教
の
混
成
が
な
い

と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
参
考
に
そ
の
他
の
南
ベ
ト
ナ
ム
に
お

け
る
教
団
を
あ
げ
る
と
臨
済
曽
和
教
会

和
好
仏
教
教
会
、
遊
僧
教
会
と
言
っ
た

も
の
が
あ
る
。
臨
済
実
勢
教
会
は
達
磨

禅
、
特
に
禅
で
あ
る
が
、
教
義
内
容
も

純
粋
な
臨
済
禅
で
は
も
と
よ
り
な
く
、

一
つ
の
寺
の
中
に
阿
弥
陀
、
釈
迦
、
弥

勤
菩
薩
の
諸
仏
と
な
ら
ん
で
、
道
教
の

王
皇
上
帝
、
関
帝
像
が
立
ち
な
ら
ぶ
と

言
っ
た
寺
院
で
あ
る
。
先
に
の
べ
た
覚

林
祖
庭
寺
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、

歴
史
的
背
景
が
深
く
、
後
漢
の
安
南
征

服
時
代
に
臨
済
禅
が
中
国
か
ら
伝
来
し

た
と
、
言
う
。
で
あ
る
か
ら
昔
し
の
南

ベ
ト
ナ
ム
の
仏
教
史
を
研
究
す
る
上
で

多
く
の
興
味
を
も
た
ら
せ
る
寺
院
が
多

く
あ
る
。
信
徒
五
十
万
人
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　
和
好
仏
教
教
会
は
信
徒
が
軍
人
に
多

く
僧
侶
が
い
な
い
の
が
特
色
で
あ
る
。

昨
年
の
ゴ
・
ジ
ェ
ジ
ェ
ム
政
権
打
倒
の

革
命
の
時
に
も
活
躍
し
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
信
徒
教
二
百
万
人
と
言
わ
れ
中

心
地
を
ア
ソ
ギ
ャ
ソ
、
プ
ロ
ビ
ン
ス
に

あ
る
。

　
次
に
遊
士
教
会
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

一
風
か
わ
っ
て
い
て
一
般
人
は
、
い
な

い
僧
侶
だ
け
の
教
団
で
あ
る
。
こ
れ
は

新
ら
し
い
教
団
で
、
僧
侶
数
五
千
人
と

言
わ
れ
て
お
り
、
サ
イ
ゴ
ン
以
南
の
南

ベ
ト
ナ
ム
南
端
に
多
く
い
る
。
内
容
は

ヒ
ナ
ヤ
ー
ナ
僧
と
マ
ハ
ヤ
ー
ナ
僧
が
合

一
し
た
も
の
で
、
僧
衣
は
す
べ
て
黄
色

い
衣
で
ヒ
ナ
ヤ
ー
ナ
型
で
あ
る
が
、
寺
・

院
は
マ
ハ
ヤ
ー
ナ
型
の
寺
に
住
ん
で
い

る
。
ヒ
ナ
ヤ
ー
ナ
の
寺
と
マ
ハ
ヤ
ー
ナ

の
見
わ
け
る
別
は
、
ヒ
ナ
ヤ
ー
ナ
の
寺

に
は
美
し
く
造
っ
た
庭
が
な
く
、
台
所

も
な
い
。
台
所
が
な
い
の
は
、
南
ベ
ト

ナ
ム
の
南
宗
僧
及
び
ヒ
ナ
ヤ
ー
ナ
僧
は

一
日
に
一
度
だ
け
托
鈍
を
行
い
。
信
者

か
ら
食
物
を
得
て
い
る
か
ら
、
料
理
場

で
な
い
。
本
堂
に
は
釈
迦
一
白
に
し
て

他
に
み
あ
た
ら
な
い
。
サ
イ
ゴ
ン
内
に
．

は
二
十
の
ヒ
ナ
ヤ
1
ナ
の
寺
が
あ
る
と

言
う
。
マ
ハ
ヤ
ー
ナ
の
寺
の
本
堂
に
は

釈
迦
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
阿
羅
漢
・
菩

薩
の
多
く
の
豫
が
あ
る
。
庭
も
花
を
、

植
え
、
粗
末
で
あ
る
が
日
本
の
禅
寺
に

似
て
い
る
。
大
き
な
料
理
場
を
も
ち
熱

心
な
信
者
が
僧
侶
の
た
め
に
菜
食
料
理

に
う
で
を
ふ
る
う
。

　
今
後
、
南
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
徒
の
前
進

は
「
名
誉
あ
る
自
由
」
を
確
立
す
る
こ

と
で
あ
る
。
南
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
統
一
教

会
こ
そ
、
そ
の
原
動
力
な
の
で
あ
る
。
’

　
②
南
ベ
ト
ム
仏
教
青
年
団

　
ゴ
・
ジ
ェ
ン
ェ
エ
ム
政
権
堕
落
後
の

キ
リ
ス
ト
教
仏
教
徒
迫
害
は
、
キ
リ
ス

ト
教
徒
の
父
ゴ
・
ジ
ェ
ソ
ジ
ェ
ム
政
権

の
仇
が
仏
教
徒
へ
来
て
い
る
の
で
あ

る
。
特
に
田
舎
の
キ
リ
ス
ト
唖
者
に
危

険
性
が
あ
り
、
夜
に
な
る
と
ピ
ス
ト
ル

ナ
イ
フ
を
も
っ
て
仏
教
寺
院
を
お
そ
う

の
で
あ
る
。
僕
の
い
た
八
月
三
十
一
日

そ
の
よ
う
な
事
件
が
お
こ
り
、
田
舎
の

キ
リ
ス
ト
教
一
者
が
兵
器
（
ピ
ス
ト
ル
・

刀
）
を
も
っ
て
仏
教
の
学
校
を
襲
撃

し
、
青
年
一
人
と
子
供
一
人
が
殺
さ
れ

多
く
の
人
々
が
重
軽
傷
を
お
っ
た
。
死

　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
に
つ
づ
く
）
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体
は
国
寺
に
お
か
れ
、
多
く
の
市
民
の

涙
と
な
っ
た
。
僕
の
と
ま
っ
て
い
た
印

光
寺
で
は
そ
の
次
の
日
か
ら
僧
侶
は
夜

ね
ず
に
、
寺
の
中
を
う
ろ
う
ろ
し
、
キ

リ
ス
ト
端
者
の
襲
撃
に
そ
な
え
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
南
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
統
一
教
会
の
中
に

仏
教
青
年
団
と
言
う
も
の
が
組
織
さ
れ

て
お
り
、
仏
教
を
信
ず
る
学
生
を
主
体

と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
服
装
は
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
よ
う
な
も
の
で
、
や

や
軍
隊
的
雰
囲
気
を
も
っ
て
い
る
。
彼

ら
は
キ
リ
ス
ト
適
者
に
対
抗
す
る
た
め

に
多
く
の
僧
侶
の
助
け
と
な
り
、
ま
た

僧
侶
を
安
全
に
ま
も
る
役
も
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
八
月
三
十
一
日
の
事
件

以
来
、
仏
教
青
年
団
が
寺
の
へ
い
に
鉄

じ
ょ
う
網
を
は
り
め
ぐ
ら
し
、
多
く
の

青
年
が
門
に
か
ま
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
寺
院
内
に
は
警
告
用
の
ス
ピ
ー
カ

ー
を
そ
な
え
、
青
年
ら
は
手
に
持
に
長

い
棒
を
も
ち
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
信
者
の
襲

撃
を
ま
っ
て
い
る
の
を
見
る
事
が
出
来

た
。
ま
た
仏
教
青
年
団
の
下
に
仏
教
幼

年
団
と
で
も
言
お
う
か
小
さ
な
子
供
達

の
団
体
で
あ
り
、
各
部
落
ご
と
に
形
成

さ
れ
て
お
り
、
指
導
者
は
仏
教
青
年
団

の
青
年
が
行
な
っ
て
い
る
。
仏
教
の
歌

を
い
つ
も
歌
い
、
敬
礼
の
一
方
面
右
手

を
あ
げ
て
、
く
す
り
指
と
お
や
指
を
ま

げ
合
手
に
示
す
。
の
び
た
三
本
の
指
は

三
宝
（
仏
陀
、
教
法
、
僧
伽
）
の
意
を

示
す
の
で
あ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
組
識
は
僧

侶
と
一
般
市
民
と
の
関
係
を
密
接
に
し

仏
教
発
展
に
多
き
な
役
わ
り
を
は
た
し

て
い
る
。
　
（
筆
者
は
東
洋
大
在
学
中
）

　
　
お
詑
び
と
訂
正

　
さ
き
の
通
信
九
月
号
三
ペ
ー
ジ
渡
辺

泰
経
師
の
（
住
所
）
岡
山
市
上
伊
福
井
中

町
八
四
四
八
は
（
訂
正
）
岡
山
市
上
伊
福

井
中
町
八
四
四
の
一
の
誤
り
で
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
礼
拝
寺
院

続
々
つ
め
か
け
る
選
手
団

十
月
三
十

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
出
席
の
選

手
団
に
対
す
る
仏
教
徒
礼
拝
寺
院
は
、

十
月
一
日
を
以
っ
て
開
所
さ
れ
、
当
日

同
礼
拝
寺
院
（
長
泉
寺
）
住
職
柴
田
秀

晃
師
導
師
に
よ
り
厳
…
か
な
開
所
法
要
が

営
ま
れ
た
。
全
仏
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策

簾
、

（写真）礼拝寺院の長泉寺

織灘㌔白総
歪騨こ開脚

協
議
会
委
員
、
立
正
、
大
正
、

駒
沢
三
大
学
I
B
I
所
属
の
学

生
通
訳
、
全
仏
事
務
総
長
以
下

各
局
長
、
部
長
、
主
事
ら
が
出

席
し
た
。
つ
い
で
全
仏
へ
贈
ら

れ
た
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
仏
像

仏
典
等
が
施
餓
鬼
壇
に
飾
ら
れ

全
員
が
礼
拝
、
焼
香
を
な
し
式

を
終
っ
た
。

な
し
午
後
一
時
に
散
会
し
た
。

の
期
間
中
に
は
、
セ
イ
ロ
ン
、

ベ
ト
ナ
ム
、

日
に
閉
所
式

が
礼
拝
に
立
寄
り
、
柴
田
住
職
を
は
じ

め
、
毎
日
交
代
で
つ
め
て
い
る
、
三
大

学
々
生
は
応
接
に
大
童
で
あ
っ
た
。

　
な
お
同
礼
拝
寺
院
は
十
月
三
十
一
日

を
以
っ
て
開
所
す
る
こ
と
に
な
り
、
当

日
は
高
階
吾
々
会
長
も
出
席
し
て
開
所

式
典
の
導
師
を
つ
と
め
柴
田
住
職
へ
濡

仏
会
長
名
に
よ
る
感
謝
状
と
二
会
品
を

贈
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
全
景
が
歓
迎
昼
食
会

　
　
南
ベ
ト
ナ
ム
の
ト
ム
ヂ
ャ
ッ
ク
師

　
昨
年
暮
れ
の
南
ベ
ト
ム
政
府
打
倒
の

た
め
の
ク
ー
デ
タ
ー
以
来
、
同
国
仏
教

差
別
と
断
圧
に
反
対
し
、
南
ベ
ト
ナ
ム

に
お
け
る
宗
教
平
等
の
た
め
リ
ー
ダ
ー

格
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
ト
ム
ヂ
ヤ
ッ

ク
師
が
、
同
国
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道

な
お
引
続
き
打
合
せ
会
を
　
選
手
団
団
長
と
し
て
ひ
ょ
っ
こ
り
来
日

　
　
　
　
　
　
　
な
お
こ
　
し
た
。

イ
ン
ド
な
ど
の
参
鱈
童
か
講
囎
塑
針
師
緯
騨
塒

い
現
地
の
話
を
き
い
た
。

　
会
は
阿
部
局
長
の
三
師
依
文
面
唱
に

よ
り
幕
を
あ
け
、
中
山
局
長
が
歓
迎
の

辞
を
の
べ
、
つ
い
で
ト
ム
ヂ
ャ
ッ
ク
師

が
「
昨
年
の
ク
ー
デ
タ
1
以
来
、
サ
イ

ゴ
ン
で
は
一
応
仏
教
徒
に
危
害
は
加
え

ら
れ
な
く
な
っ
た
が
地
方
へ
入
る
と
、

ゴ
・
ジ
ソ
・
ジ
ェ
ム
前
大
統
領
当
時
の

役
人
が
居
て
、
仏
教
徒
を
迫
害
し
て
い

る
。
所
が
つ
い
最
近
に
サ
イ
ゴ
ン
市
へ

夜
に
な
っ
て
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
狂
信
的
な

連
中
が
一
万
人
位
流
れ
こ
み
、
各
所
で

仏
教
徒
経
営
の
学
校
や
各
施
設
を
破
壊

し
、
殺
人
を
お
か
し
た
。
我
々
は
こ
れ

以
来
、
夜
も
眠
れ
ず
に
警
戒
に
あ
た
っ

て
い
る
現
状
で
あ
る
。
我
々
は
現
在
仏

教
徒
に
よ
る
自
警
団
を
組
織
し
て
自
衛

に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
我
々
の
望
ん
で
い
る
こ
と
は
、
①
政

治
に
関
与
し
な
い
が
、
明
瞭
さ
を
希
望

す
る
。
②
社
会
的
階
級
の
平
等
、
③
宗

教
の
平
等
の
三
点
で
現
在
尽
力
し
て
い

る
。
ど
う
か
日
本
仏
教
徒
の
今
後
の
物

心
両
面
に
亘
る
御
援
助
を
心
か
ら
お
願

い
し
た
い
」
と
の
べ
、
別
掲
の
メ
ッ
セ

ー
ヂ
が
南
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
会
長
点
心
珠

師
か
ら
托
さ
れ
た
と
し
て
披
露
し
た
。

　
　
メ
ッ
セ
ー
ヂ

　
私
は
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
軍
の
従
軍
僧

の
ト
ム
ヂ
ヤ
ッ
師
に
托
し
て
御
挨
拶
申

上
げ
る
こ
と
は
私
の
最
も
慶
び
と
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
ゴ
・
ジ

ソ
・
ジ
エ
ム
政
権
に
よ
る
我
々
に
対
す

る
断
圧
に
対
し
、
ま
た
我
々
に
対
す
る

物
心
両
面
に
亘
る
日
本
仏
教
徒
六
指
日

本
国
民
の
厚
意
に
対
し
衷
心
よ
り
御
礼

申
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
合
掌

　
一
九
六
四
年
十
月
九
日

　
　
サ
イ
ゴ
ン
　
南
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
会

　
　
　
　
会
長
　
釈
　
　
心
　
珠

　
同
師
は
十
月
二
十
五
日
空
路
選
手
団

と
共
に
帰
国
し
た
。

　
野
田
市
仏
教
徒
会
議

　
野
田
市
仏
教
会
恒
例
の
仏
教
徒
会
議

が
新
会
長
古
谷
光
隆
師
の
も
と
に
十
月

二
十
二
日
午
後
一
時
半
、
参
会
者
百
名

が
集
ま
っ
て
野
田
市
大
師
山
で
開
か
れ

た
。　
開
会
式
は
古
谷
光
隆
師
導
師
の
も
と

に
読
経
が
行
わ
れ
、
新
会
長
挨
拶
、
全

仏
会
長
代
理
挨
拶
、
千
葉
県
仏
理
事
長

挨
拶
が
あ
り
、
次
い
で
市
仏
副
会
長
、
和

光
正
安
師
の
司
会
で
議
事
に
入
り
、
野

田
市
仏
教
徒
会
議
の
今
後
の
方
向
に
つ

い
て
提
案
が
あ
り
、
最
後
に
議
長
よ
り

結
論
と
し
て
「
我
々
は
、
仏
教
思
想
に

基
づ
い
て
、
仏
教
婦
人
会
、
仏
青
育
成

の
た
め
、
そ
の
宣
揚
に
つ
と
め
よ
う
」

と
の
申
し
合
せ
が
採
択
さ
れ
会
議
は
閉

会
し
た
。

　
次
い
で
講
演
に
入
り
全
日
仏
婦
山
本

杉
理
事
長
の
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
で
は
な
に
か
精
神
的
な
も
の
が
欠
け

た
き
ら
い
が
あ
っ
た
が
、
今
後
私
達
は

現
代
に
生
き
た
仏
教
作
り
に
努
力
し
よ

う
」
と
の
趣
易
で
講
演
が
あ
り
、
平
林

宥
高
全
仏
常
務
理
事
の
「
創
価
学
会
の

教
学
的
批
判
」
の
二
つ
の
講
演
が
あ
り

満
場
の
会
員
を
深
く
感
銘
さ
せ
た
。

　
五
時
か
ら
同
保
育
園
で
パ
ー
テ
ィ
に

移
り
幼
稚
園
の
教
論
と
母
の
三
々
員
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
音
頭
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
等
が
あ
り
六
時
閉
会
し
た
。

　
な
お
心
仏
か
ら
古
宇
田
組
織
局
主
事

が
出
席
し
た
。

　
　
県
・
市
仏
教
会
住
所
変
更

○
福
岡
県
仏
教
会

　
住
所
　
福
岡
市
舞
鶴
一
丁
目
三
の
九

　
　
　
　
　
　
（
大
長
寺
内
）

○
福
岡
市
仏
教
会

　
住
所
　
福
岡
市
舞
鶴
一
丁
目
三
の
九

　
　
　
　
　
　
（
大
長
寺
内
）

○
野
田
市
仏
教
会

　
住
所
　
野
田
市
中
野
台
六
五
一

　
　
　
（
報
恩
寺
）
電
話
（
野
田
）
二
、
八
八
二

　
　
　
　
新
会
長
　
古
谷
光
隆
師

　　●　　　　竪寺ぐ　P　　　　　　　r∬＾一@　　r＾A
”甲謂伊難禰〒「騨


